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会    議    録 
会議の名称 第３回津山地域開校準備委員会 

開催日時 

 

 

令和３年 12月 21日（火） 

午後６時 55分 開会 

午後７時 30分 閉会 

開催場所 津山老人福祉センター ２階集会室 

委員出席者 

大 山   豪  委員 柳津小学校ＰＴＡ会長 

遠 藤   貴  委員 横山小学校ＰＴＡ会長 

髙 橋   渉  委員長 津山中学校ＰＴＡ会長 

林   三 治  委員 柳津小学校学校運営協議会委員 

堀 田 耕 平  委員 横山小学校学校運営協議会長 

今 野 政 雄  委員 津山中学校学校運営協議会長 

阿 部 篤 雄  副委員長 津山町行政区長会長 

阿 部 宗 幸  委員 つやま杉の子こども園保護者会長 

鹿 野 征 美  委員 柳津小学校長 

伊 藤 秀 樹  委員 横山小学校長 

千 坂 佳 織  委員 津山中学校長 

事務局出席者 

白 岩 登世司 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 文 武 学校再編推進室主査 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

欠席者   

傍聴者 ０人 

議事 

(1) 統合小学校の校名（案）について 

① 募集結果について 

② 校名（案）の決定方法について 

(2)  統合小学校の学校づくりに関する意見集約について 

(3) 専門部会の設置について 

(4) その他 
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開会 午後６時 55分 

 

第３回津山地域開校準備委員会を開会する。 

 議事に入る。議長は、委員長にお願いする。 

  

はじめに、本日の会議の会議録署名委員を指名する。 

 会議録署名委員は、林三治委員と今野政雄委員にお願いする。 

議事１は「統合小学校の校名（案）について」である。 

校名（案）については、12月 15日で募集を終了した。 

まずは、募集結果について、事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

校名（案）については、前回の会議で決定したとおり、募集結果を踏ま

え、次回までに各委員の所属団体で意見集約をお願いする。 

また、前回の会議で話し合ったとおり、校長先生方には、各校の先生方

の意見も聞いていただきたい。 

なお、意見集約にあたっては、その校名（案）にする理由についてもま
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とめていただきたい。 

次に、校名（案）の決定方法について、次回の会議でどのように決定し

ていくか、ある程度の考え方をまとめておきたい。 

事務局に説明を求める。 

  

校名（案）の決定方法について、基本的には、団体ごとに意見集約し、

その結果をもとに次回の会議で協議して、１つの案を決定することとして

いる。 

しかし、限られた時間での協議となることから、仮に１つの案に絞り込

むことができなかった場合、そこから決定方法を検討すると時間がかかる

ことも考えられるため、例えば委員の採決にするなど、決定方法をあらか

じめ決めていただきたいと考えている。 

なお、あくまでも協議の中で１つの案を決定することが難しい状況にな

った場合に備えるもので、最初からその方法で決めるということではな

く、また、次回の会議で別の方法が提案される場合もあると考えている。 

 

募集結果についての質問、決定方法についての意見等はあるか。 

 

 学校運営協議会の構成員について、学校の教職員とＰＴＡの重複はどう

するのか。 

 

 重複はあると思うが、委員の所属団体ごとの意見集約としているので、

基本的には団体ごとでお願いしたい。 

 

 こども園の場合は、教職員も含めていいのか。 

 

 団体としては保護者会となるため、保護者会として意見集約をお願いし

たい。 

 

 学校運営協議会だと構成員が少ないので、ＰＴＡに統一してもいいので

はないか。 

 

 学校運営協議会は集まること自体が難しい部分もあると思うので、ＰＴ

Ａの意見を尊重するというかたちになることも考えられる。 

 

 ほかに意見等がなければ、募集結果については、各団体で意見集約をお

願いする。先生方から意見を聞くのは、小学校、中学校とする。 

校名（案）の決定方法については、意見集約の結果をもとに協議した結

果、１つの案に絞ることができず、また、他の決定方法がない場合には、

私を含めた全出席委員の採決で決定することとしてよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

次は、議事２の「統合小学校の学校づくりに関する意見集約について」

である。前回の会議で、両小学校の校長先生から依頼があった学校づくり

に関する「どのような学校にしたいか」についての意見集約は、校名（案）

の応募理由を見て検討することとしていた。 
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事務局に、説明を求める。 

 

学校づくりに関する「どのような学校にしたいか」について、どのよう

に意見集約するかを検討いただきたい。 

参考資料として、登米市の学校再編が目指す学校像、登米市の学校教育

の教育基本方針、柳津小学校、横山小学校及び津山中学校の教育目標や目

指す学校像と子ども像を記載したものを本日配布している。 

 各所属団体で校名（案）について意見集約していただくときに、「どん

な学校にしたいか」という部分についても、合わせて意見をまとめていた

だきたい。 

 

説明のあった内容について、意見等はあるか。 

 

（意見等なし。） 

 

「どのような学校にしたいか」ということは、校名にも関連するので、

校名（案）の意見集約に合わせて、各団体で意見集約をお願いしたいが、

よろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

それでは、校名（案）に合わせて、「どんな学校にしたいか」について

も意見集約をお願いする。 

 次は、議事３の「専門部会の設置について」である。 

事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 説明のあった内容について、意見等はあるか。 

 

 交流事業・記念行事部会の交流事業のスケジュールについて、令和４年

３月までに事業を決定し、４月から実施するというのは、早すぎて先生方

が大変ではないか。 

 

 スケジュールについては、事前に両小学校の教頭先生と調整している。

開校に向けて交流していく時間を、１年間をかけて確保するということで

このような設定にしている。 

 

 先日、両小学校の教務主任が集まり、各校の総合的な学習や行事等のす

り合わせを行い、それぞれの学校の活動で一緒にできそうなものの洗い出

しまでは行った。今後は、公民館長や地域のコーディネーターの方などに

も入ってもらいながら進めていく方向である。 

 

 本年度内に、ある程度の計画を決めておくと、来年度の担任が意識して

準備を整えやすくなるので、事前に計画があったほうが担任の先生方は楽

ではないかと思う。 
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 特色ある活動については、「どんな学校にするか」ということが決まっ

ていないと難しいところがある。 

   

 ほかに意見等がなければ、案のとおり専門部会を設置することに決定し

てよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

 では、専門部会について、案のとおり設置する。 

 その他、事務局から何かあるか。 

 

次回の会議日程について決定させていただきたい。 

 意見集約のことを考えると、１月 18日でどうか。 

 

 次回は、１月 18日でよいか。 

 

（異議なし。） 

 

 それでは、次回の会議は１月 18日の午後７時からとする。 

 議事は以上となる。事務局に、進行を戻す。 

 

 以上で、第３回津山地域開校準備委員会を閉会する。 

 

閉会 午後７時 30分 

 


